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西淀川めぐり

　2010年に、西淀川区大和田に
イスラム教の礼拝所である大阪マ
スジドができ、その一階にハラー
ル食材店が2014年にオープン。
ハラールフード＝神に食べることを許された食べ物（肉、
スパイス、お米、お菓子、飲み物など）を販売しています。
例えば、販売されている鶏肉や牛肉、羊肉はイスラム法に
則った食肉処理が施されています。
　同店には、関西一円から礼拝に訪れる在日モスリムの方
が出身国の味を求めて立ち寄ります。店内には、カレー等
の材料となる本格スパイス類も所狭しと並んでおり、モス
リムではない日本人の方も買い物に訪れます。マスジド向
かいに建つ、本場のカレーやビリヤニ（炊き込みご飯）、飲
み物（アルコールは無し）が楽しめるハラールレストランと
合わせて、イスラム世界の味を体験しにお出でください。

　2021年9月に西淀川区歌島にオープ
ンした気軽に本場のベトナム料理が楽
しめるお店。
　お薦めは、ベトナムの国民食で
もあるフォー（米麺料理）。牛骨を15時間弱火
で煮込んだこだわりのスープは、透明で臭みもなく、ほの
かに甘みを感じます。30種類の調味料に漬け込んだ豚肉
をフランスパンに挟んだバインミー（サンドウィッチ）も絶
品。お得なランチメニュー、様々な食材販売もあります。調
理方法や食べ方を丁寧に教えてくださった店長のアンさん
は日本語も達者で、「料理を通じてベトナムのことを知って
ほしい」とのこと。カラフルだけど落ち着く店内でコーヒー
を飲むと気分はベトナム～。ぜひ、お立ち寄りください。

　皆さん、最近歩いていますか⁈
寒くなってきてなかなか外に出るのも億劫…でもお正月
を経てズボンがキツくなってる！なんて人もおられるかも
しれません。
　西淀川区は大野川緑陰道路や淀川堤防沿いなど、さん
ぽに適した場所がたくさんあります。
私自身、朝に大野川緑陰道路をさんぽしていますがそこ
を歩くだけでもいろんな発見があります。
大野川緑陰道路は昔の川を埋め立てて作られた道。「防
災」をテーマに歩いてみたらそこには先人たちの記憶が
詰まっているのです。
　例えば43号線と緑陰道路が交わるところに置かれて
いる水防碑は、繰り返し高潮や大雨で被害を受けてきた
西淀川区の教訓が書かれています。目立たない木の影で
静かに教訓を伝える水防碑は歩いていてもスルーしが
ち。ぜひ、さんぽがてら探してみてください。

　大野川緑陰道路を
福方面に歩き、終点ま
で行くと淀川に出て、
広大な水面と対岸に
梅田の超高層ビル群を
望むことができます。
堤防の上から見た西
淀川の町は川の水面より低いことがよくわかることで
しょう。普段生活しているとあまり実感することのない
「海抜0メートル地帯」に住むということ。あえてさんぽと
して歩いてみることで、いつもと違った角度から西淀川を
見ることができます。
ぜひ、皆様も「防災」さんぽをしてみませんか？

住所：大阪府大阪市西淀川区歌島２丁目
９-２０ハウスアイ１０１
営業時間：11:00～14:00、17:00～22:00
定休日：水曜日
TEL：080-5354-7474
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住所：大阪府大阪市西淀川区大和田４丁目12-16
営業時間：11：00～22：00（礼拝時間は閉店）
定休日：なし

ベトナム料理専門店　一本わら

西淀川で防災に奮闘している多田君による防災エッセイ

大阪マスジド ハラール フード

にしよど世界の味めぐり
今回は西淀川区内で身近に楽しめる
「世界の食」を紹介します。

多田 裕亮(ただ ひろあき)
防災士。明石工業高等専門学校在
籍時から防災団の立ち上げに関わ
り、防災ゲームを開発。大学進学後
は「大阪防災プロジェクト」を設
立。淀川右岸水防団に所属。

 「ただならぬ防災」

防災さんぽのすゝめ

2022年9月30日ヒアリング

谷 智恵子さん

西淀川大気汚染公害裁判原告団 西淀川大気汚染公害裁判の弁護団
の一人として、裁判の最初から関わっ
た谷智恵子さんにお話を聞きました。
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